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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています
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八女市室岡

松尾　美喜 第 44回八女茶で健康
筑後広域公園茶畑でのお茶の体験イベントに参加されませんか

～ ）日の和昭（）祝・月（日92月4年13成平 ～
　筑後広域公園は、九州新幹線「筑後
船小屋駅」付近の東西 4km にあり、
総面積は 192.6ha に及ぶ広大なもの
で、福岡市の大濠公園の約 5倍と福
岡県内で最大の規模です。
　ここにお茶園が 1.5ha あり、昨年の
4月に体験エリアとしてオ－プンし、
一般来場者が多く散歩されています。
　茶園の場所は、九州新幹線「筑後船
小屋駅」から矢部川を見るとすぐ見え
るところにあり、歩いて 5分程度で
行けます。

昭（）月（日92月4年13成平でここ　
和の日）10 時から 15 時まで、新茶
の摘採（一定量のお持ち帰り可）や生
葉を天ぷらにして食べるイベントが開
催されます。
　このイベントは、参加費無料で 500 名募集しており、公園の指定管
理者である「筑後広域公園振興事業団」が企画・運営にあたります。
　少雨の場合でも決行します。
　公園の見学を兼ねて、お茶のイベントに参加されたい方は下記へ
　お申し込みください。
　イベントの申し込み・問合わせ先
　　　筑後市大字津島 831-1
　　　福岡県営筑後広域公園管理事務所（体育館内）
　　　TEL 0942-53-4600　FAX 0942-53-3503

福岡県茶生産組合連合会事務局長　仁田原　寿一
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筑後広域公園茶園　
～九州新幹線筑後船小屋駅が見える～

看護学校の「働き方改革」　⑫

第 23回矢部川交流中学軟式野球大会開催
　ヤンマー建機杯第 23回矢部川交流中学軟式野球大会が 4月 13日㈯・
14日㈰・20日㈯、福岡県筑後市・八女市・広川町・柳川市・みやま市・
大牟田市の各教育委員会の後援とヤンマー建機株式会社の地域支援活動
の特別協賛を頂き、本年は 31チームの参加で開催します。
　みなさんの応援をお願いします。
　開会式は4月13日㈯8時30分よりヤンマー建機野球場で開催します。

　今年の 5月から新しい元号に変
わります。4月が平成最後の月に
なりますが、新聞やテレビを見て
平成時代を振り返る特集が多く目
につき、私自身過ぎた日々を懐か
しく思い起こしています。
　この地域に准看護学院として開
校したのは昭和 45 年で、まもな
く半世紀を迎えようとしています。
平成 7年には、社会の需要に応え
看護科を併設、名前も「八女筑後
看護専門学校」としてスタートし、
平成の四半世紀が過ぎました。医
療環境も目まぐるしく変化し、先
輩、諸先生方が築かれたこれまで
の実績を守り育てるべく教職員一
丸となって励んできました。
　さて 4月から、「働き方改革」が
いよいよ動き出します。少子高齢
化が及ぼす人材不足の中で、時間
外労働や年休消化などにどう対応
していくか頭を痛めるところです。
魅力ある学校として生き残る為に
は、教育内容を見直し改革は喫緊
の課題です。
　今後は人工知能を持つロボット
の導入で医療が大きく変わること

は必至です。更に外国人就労者を
看護や介護の分野で受け入れるな
ど、課題は多々あります。
　看護学生は忙しく、特に実習中
には勉強や課題に追われ睡眠時間
も充分に取れない状態で、指導す
る教員も学生達と共に時間との闘
いを強いられています。
　「働き方改革」に向け現状を変え
ゆとりのある教育を目ざすには、
何かを削らなければならないのは
当然で、話し合いの場で色々と意
見は出ますが、平行線で終わるこ
とが多く、未だ模索している状況
です。
　人と関わる職業であるからには
何かを犠牲にすることは不可能で
す。「手を抜く」ことが許されない
ことだからです。それに最低限看
護師の資格試験をクリアしないこ
とには看護の道は開けてきません。
　木々の緑も鮮やかに、色とりど
りの花々が咲き乱れる春、これま
での重いコートを脱ぎ捨てて、思
い切って時代に合わせていくこと
がまずは必要だと思っています。

副学校長　高治　智美
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